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1 ．は じめに

　 近年 の カ ラ
ー社会化 を反 映 し て ，色 覚の 多様性

を 考慮し た カ ラ
ー

デザイ ンが 推奨 され る よ う に

な っ た．特 に ， 先天性 色覚 異常 に つ い て は 日本 人

男性 の 約 5％ 、日本人女性の 約 0．2％が該 当する と

言 われ てお りr1］，色覚 異常 の 色の 見 え方を模擬 す

る シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン ツ
ー

ル を 使用 して デザ イ ン

を行 う機会が増 えた，色覚 シ ミ ュ レー
シ ョ ンは本

来 ，色覚異常 の 色 の 弁別特性を確認 す るた め の も

の で ある ，しか し三色覚者に と っ て は 色み が変化

す る こ とに よ り配 色 に対す る 印象 の 変 化 ももた

らすた め，デザイ ン時 に不 安や迷 い を感 じる こ と

が多い ．また ， 色覚異常者が持 つ 配色 印象 に つ い

て も知見が少な い た め，三 色覚者がデザイ ン を行

う際に 留意す べ き指針 が な い の が現状で ある．

　よ っ て 本研 究で は，三 色覚者が色覚 シ ミ ュ レー

シ ョ ン を使 用 した 際 の 配色 に対 す る 印 象変化 を

調 べ ，そ の 変化の 予測が 可能で あ るか を検討 した．

また ， 同 じ配色 に対す る色覚異常者 の 印象 評価結

果 と の 比較 を行 い ，三 色覚者がデザイ ン時 に留意

す べ き点 を検 討す るもの と した．

2 ．方法

（t）実験刺激

　配 色 とそ の 印象 を 表 わ す 形 容 詞 が 対 応 付け ら

れた，カ ラ
ー

イ メ
ージス ケール 改訂 版［2］に掲載 さ

れて い る 3 色配色デ
ー

タ 30 個 を使用 した ．配色

は 16 種類 の イ メ
ージ パ ターン か ら分布が なる べ

く偏 らな い に選出 した．本実験で は，［2］に掲載 さ

れ て い る RGB 値 を使用 し て カ ラ
ー

モ ニ タ 上 に提

示 した ．視角 1ぴ × 10
°

の 色正方 形 を横 に 3 つ

並 べ
， 白色背景の 中央 に提 示 した．配色パ ター

ン

と形容詞 はセ ッ トで 提示 した （図 1）．

（2）装置 ・実験環境

　解像度 1280 × 1024pixel ，色 階調 32　bitの ナナ

オ社 製 FlexScan　L797 −U カ ラ
ー

モ ニ タを使用 し

た．こ の モ ニ タは付属の ソ フ トウ ェ アに よ っ て 色

覚異 常 の 色 の 見 え方 を シ ミ ュ レー
シ ョ ン表 示す

る こ とが 可能で ある ．実験室の 照度は 蛍光灯下 で

11001x
， モ ニ タ近辺 で 12501x で あ っ た．

（3）実験参加者

　三 色覚 者 30 名 （女性 29 名，男性 1
’
名） と，2

型色覚者男性 2 名が 参加 した ．色覚特性 は SPP

標準 色覚検査表 ・分類表 と Farnsworth ・Munsell

100Hue 　Test （GretagMacbe 七h 社製）で 分類 した ．

（4｝実験手 続 き

　三 色覚 者 で は シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン表示 を使 用 し

な い 「オ リジナ ル 条件」 と、同 じ刺激 を用 い て 「D

型 モ ー
ド （2 型 色覚）」で 提示 した 「シ ミ ュ レ

ー
シ

ョ ン 条件」 で ，配 色が形容詞 を表現 して い るか ど

うか 4 段階で 評価 させ た ．カ ラ
ー

モ ニ タ 上で 実測

した全刺激 の 両条件で の xy 色度値 を図 2 左 に示

す．三色覚者 の 両条件 にお ける評点の 平均値 に つ

い て 等分散性を調 べ ，対応 の ある t検定 または ウ

ィ ル コ ク ス ン の 符号順位検定を行い，評点問 に有

意な差が あるか ど うか を調 べ た．

　2 型色覚者で は ， オ リジナル条件 のみ に つ い て

同じ評価 を 2 回行 い ，評 点の 平均値 を求 めた ．

3 ．結果 と考察

　図 3 に 各条件 で の 評 点 の 平均値 を示 した ，評点

が高 い ほ ど配色 と形 容詞の 合致度が高い ．オ リジ

ナル と シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン間の 色差合計 値 （L ’

a
“ b ★

色空 間に お ける 3 色 の △ E  
★ b密 の 合計 値）が大き

い 方で ，三 色覚者 にお ける両条件の 評点間に 有意

な 差 が 見 られ る 傾向 にあ っ た ，すな わ ち ，シ ミ ュ

レ
ー

シ ョ ン の 色 がオ リジ ナ ル か ら大き く 変化 す

る と ， 印象 の変化が起 きやす くな る ことが分か る ．

　 しか し， 色差 の 大小 の み で は例外が い くつ か見

られ るた め ，オ リジナ ル 条件の 配色 を構成 する 色
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図 1　刺激 の 例 と xy 色度値
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　　図 2　全刺激 の xy 値 と a
★ bk値
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　　　　　　　　　図 3　配色 と形 容詞 の 合致度に 対する評点の 平均値

三 色覚者 ： OS 条件各 1 回 （N ＝ 30），2 型 色覚者 ： 0 条 件 2 回 （N ＝ 2），検定 結 果 は 三 色 覚 者 の OS 間 の み ．

相 によ っ て 分類 を行 っ た．以 下の よ うに L ＊a   ★

色空問（図 2右 ）の a  
究

平面上 の 位置で 分類 した ．

（A） ade軸方 向分布 ： 第 1 象限 と第 2 象限，ある

　　 いは第 3 象限 と第 4 象限に分布

（B） bde軸方向分布 ： 第 1 象限 と第 4 象限．あ る

　　 い は第 2 象限 と第 4 象 限に分布

（C） 対 角線分布 ；第 1 象限 と第 3 象限 ，ある い

　　 は第 2 象限 と第 4 象 限に分布

（D） 1 象限分布 ：1 つ の 象限の み に分布

　分類 の 結果 ，両 条件 間で有意な差が見 られた の

は（A）で 4 個中 1 個 ，（B）で 16 個 中 13 個 ，（C）で 4

個 中 0 個 ，（D）で 6 個 中 2 個で あ っ た ．色差合計

値が 小 さ く て も 有意な 差が 見 られ た 条件は す べ

て （B）に含 まれ る ，（A）や（D）で 有意な 結果が見 られ

た配色は ，他の 配色 と輝度合計値や彩度合 計値 の

点で 異な る特徴 が あ っ た ．こ れ らか ら．い 軸の プ

ラス ，
マ イ ナ ス 両方 向に 分布 し ， か つ OS 問の 色

差 が大き い配色 で は ，よ り印象 が変化 しや す い と

い うよ うに ，三 色覚者の 印象変化 に つ い て 色の 変

化量や 属性か ら予測 で き る 可 能性が 示 唆され た ．

　
一

方，2 型 色覚者の 評点は多 く の 配色 にお い て

三 色 覚者 に お け る オ リジ ナ ル 条件 で の 評点 に近

くな っ た ．三 色覚者 と 2 型色覚者で ，配色 に対す

る印象 は大 き く変わ らな い ことが示 唆され た ．三

色 覚者 の オ リジナル 条件 に お け る 評点 と差 が見

られ た 配色は輝度合計 値が 低 い 配 色 に多 か っ た，

4 ．まとめ

　三 色覚者が 色覚 シ ミ ュ レ ーシ ョ ン を使用 した

際 の 配色 に対す る印象変化 と，同 じ配色 に対する

2 型 色覚者 の印象評価結果 と の 比較を 行 っ た．配

色 に よ っ て は，シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン時に 色が大き く

変化する 配色で も，三 色覚者 と 2 型 色覚 者で 同 じ

印象 を持 っ て い る こ とが示唆 され た．今後 は色覚

異常 者 に お ける 配色 印 象が 形 成 さ れ る メカ ニ ズ

ム に つ い て も検 討 して い く．

5 ．

［1］

［2］
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